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結核菌体抽出残法による実験病理学的研究 (II) 

3. 免疫実

高木重敏

験

(北海道大学結核研究所病理部指導 森川和雄助教授〕

前報J)において著者は，生結核菌を種々の溶媒で抽出

した 3段階の!凶体残澄の正'品'家兎に対するノ Jレメノレギー反

応(第 1編)，及び BCG免疫動物l乙対するアレノレギ一

反応(第2編)の病理組織学的成績を報告した。今回は之

ら残澄の結核免疫賦与作用を調べたのでこ乙l乙報告する O

必毒結核l'tiがl'llJJな免疫賦与力を有することは，今日J.t.く
BCG接種として行はれているが， Langer幻， Zinsser31， 

Petroff4lらによって古く行われ，数多くの追試が示す通

り，結核死菌も同機な作用をもっている事が確認されてい

る。しからば菌体のいかなる成分がこの免疫賦与に関係が

深いか 3 乙の問題についても古来幾多の研究がなされてい

るが，日記る特定の的体成分l己免疫賦与力をロ忍めたと云う報

告は余りg.いものではない。それで死閣にある免疫力がど

のような成分を抽出する事によって失われて行くかを知る

ことは， J~'!~.己の問題 l乙 ;IJ つく第 1 ~~、ではなし〉かと考えられ

るし，又かりに免疫力が消失しなくても若しく減羽したと

すれば 2 之も又非常に興味ある事実ではなし功〉と考えられ

るのである o i欠l己免疫力の有無判定の基準であるが p 之も

叉かなり複雑な要素を含んでいる o Raffe!5lは歯体蛾成分

その他の免疫力をモルモツトで調べるべく chal¥enge

させた菌量は35力閣で Imgを使用している O この様lこ常
識ではラ替えられない程の大量を用いて，始めて免疫力の有

無を判定しなければならないものであろうか。又よく使用

される方法に challengeして一定期日後の病変所見の

判定がとられているが，この際には殊lζ肉|以所見について

は主観が入るおそれが多い。それで著者は経過を迫った病

変の推移を，肉眼的並びに組織学的に枚し，更に，肺，牌

内の菌量を定量培養J去により調べ，之らの総合的な観察か

ら判定したわけである。

実験方法

実験材料は第 I報と同じ物を用い，健康な家兎 46羽

を撲び設の4群にわけで実験を行った。

第 1rr't R 36 - R 47 
BA ::0 mgを生理的食出水 3m! !ζ浮波状とし耳静脈

より隔日 3回注射を行った。 4回目 R36， R 37， !乙同様

静注を行った所呼吸収く不安状態を呈せる為以下注射を止

めた。

第 Ill'tf R 48 - R 59 

艮C 14.6 mgを生浬的食塩水3m!!こ11滋状としエl百F
脈より同様3回13予防〈注射を行った。 4回目 R48， R 49， 

lこνヨツク様症状を認め，内 R49はi立に死亡したため以

下注射を中止した。

第 E群 R60 - R 71 

RHA 11.2 mgを生理的食塩水3m!!乙浮滋状とし同

様3回工F静脈より注射した。

次lζ此等の家兎を 42日間J.&it'tし，その間最終注射日

より 10日目各にツベノレクリ γ反応の計t移を調べ，4:Z日目

lこ人型(中野株結核l'ii3 mgをlf静脈よりii射した。

第 N若手 R n -R 81 

対Hは群として，古0i処詰!なしにやl'野毒力的 3mgを耳静

脈より注射した。

次lこ菌感染後 1，3， 5， 10， 33，日目lこ各群 1-3

匹宛殺し，剖検し，各臓器を formalin [，1，4定後主として

hematoxylin-eosin 染色により病理組織学的検査を行っ

た。尚同時に牌重量を測定し，及び定量培養lこより瓦当菌

数を肺，牌について観察した。

成 績

1) ツベルクリン反応の推移(第 1凶参照〕

第 1図は各群全例の平位値であるが，凶l乙示す如く，

第I群 (BA)は最も著19J!己反応を示し， 23日で完全

な陽性となっている。

第 E詳 (RC)ははるかに弱く，4:Z日以後完全陽性を

示す，叉第 E 鮮 (RHA)は第 E群より弱く完全陽性は

認められなかった。毒力菌感染後は全群陽性を示した。

2) 牌重と体重の関係(第2図参照)

毒カ菌 challenge後第 W 群(対日群)が初期に他

群より最低値を示し，以後漸増的l乙増加するに比べて，第

IIJI干第I群は初期lζ高い他を示し，以後訪日には他群よ

り遥かに低い偵を示す。

第 E 群は初期対照群より高い値を示すが J 以後対照l 



り多い。

4) 病理組織学的所見(第1表参照〉

A.第 1日日屠殺群

第 I群 R44 R 47 

1) 肺:一般に胞隔は限局性l乙浮腫肥厚を示し多量の
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第 1表 毒力菌 challengeに対する菌体残澄の作用 認められ 1部の類上皮細胞結節内 lこ白血球が渉出してい

る。充血も強く変化は主として血特及び気管支の周囲に多

く，乙とに動脈周聞の結合織の組成化及びその中に好中球

の惨出像等がロ忍められる。 R47は特l乙充血，胞痛の肥l手

が強し'0

2) 牌 R47では総胞の萎縮が認められるが R44 

は発育 !l好で、 31'中心のWIJIl!が躍でが~1;1~1こ多数の枚JiJlと実像及

びそれを中心とした白血球の集合が見られる。一般に充血

像が非常に強く 2 牌洞の拡張及び好中球の多量の渉出が認

められる。

3) 肝・一般に変化は怪く， R44では sinusoid，グ

リソン鞘の血符周囲に好中球， 1林l"，:t求の渉出が認められ，

旦細胞の活性化も苫!切である。

第Iun R 48 R向

1) 肺:一般に第l:If干より強し〉変化を示し，胞隔の肥

厚も ζとに著|リjである O 特lこR48は無気!Wの像を呈し，
血管周回の細胞浸潤が著|別で，強し〉好中球の渉出が認めら

れる o R 54も同様の変化であるが，中等大の類上皮細胞

結節が散ι性l己認められる O
2) 牌:充血{象が極めて強くむきi胞は強い萎縮を示す。

胸骨ili内l乙多量の類上皮細胞小結節の形成が認められる。強

胞内にはi林巴球の強い再生が起りt{、めている O 牌洞の拡張

も"忍められる O 之らの病変は R481こ強く R日では有

色素性の大食手11胞が特lこ多い。

3) 肝:グリソシ革111こ多量の好中球の渉出， :I'ti上皮細

胞小結節の形成が散在性lこ認められる O

第E群 R61 R 6・1

1) 肺:胞隔は一般に程度の序回肥厚が見られ好中球

の若 rの渉出がある。 R6:2 1こ大惨出細胞の出現が認めら
れる O 又血管周回lこ好I-IJ球3 小円形細胞よりなる小細胞集

団が散在する O

:2) 牌:一般に癒胞の発育は肥大の傾向があり茅中心

の形成も者lりjである。牌i拍細胞もれい出111気味でスfi~I~"j内

白血球も JI 市 lこ多く牌~lijの拡張p 牌削l何枚iW史像も著 I~jに

認められる O

3) 肝 sinusoidIC好中球の増加，グリソン鞘に小

円形細胞没j刊が認められる。

i;l'S N lt'f. R 7:2 R 73 

1) 肺:ごく軽い胞隔の肥厚及び充血像を認める程度

で著変はない。

2) 牌:一般にi癒胞の発育は普通で牌澗に白血球の増

量が著 I~jlこ認められる O

3) 肝 sinusoidK小円形細胞及び好中球の渉出し

ている所が部分的にある他著変はない O

B.第3日日屠殺群
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第 I群 R46 又糖、胞に一致して類上皮細胞小結節が散在性lζ見られる。

1) 肺:胞隔には軽度のi手踊肥厚が認められ叉若干の め肝 sinusoidI己主に淋巴球よりなる細胞集団が

好中球及び類淋巴球の小集団が認められる。気管支淋巴節 散t:し部l乙類上皮細胞の出現がある。一般にグリソジ

は肥大し内部にごく少数の類上皮細胞分化像が認められ 鞘及び間質lこ小円形細胞渉出が強い。

る。 第 nil平 R53 Rラ7

:2) 牌:鴻胞は増殖の傾向を示し牌倣細胞の増殖が見 1) 肺 R53は散(:'t'l:1乙淋巴球，好中球の小集団lこ

られるが好中球の渉出は少い。妻子中心には著!珂な核崩壊像 よる胞隔の部分的肥厚を認める程度であるが R 57では

及び分裂像が認められ，類上皮細胞小結節が散在性に遺残 著明な胞隔肥厚があり部分的に無気肺の像を呈し，剥離性

している。 肺炎の像を示す。又類上皮細胞大結節が散在し，之は少数

3) 肝:グリソン鞘に類上皮細胞小結節が遺残してい の淋巴球3 白血球を含み，所l乙よっては赤血球を含む所も

る。 ある O

第 E群 R日

1) 肺:ごく+王し〉胞隔の肥厚があり，小血~~'fをとりま

く小円形細胞の集団が散主性lこ認められ部のものは類

上皮細胞を混じている O

:2) 牌:一般に鴻胞の発育は良好でよf中心の形成も著

明である。叉牌槌細胞の増殖，牌計ID内核崩壊{象が幾分著ryj

である。

3) 肝:グリソン鞘及び sinusoidIこ好中球を似じた

小円形細胞の小集団が若干認められる O

第皿群 R 63 R 64 

1) 肺:一般にごく軽い胞隔の肥!享があり散てこ性に主

として小血管;をとりまき好中球，類淋巴球よりなる小細胞

集団があり，又動脈周囲lこ好中球のlt'dの渉出が認められ

る。

:2i ~呼:法胞の発育は良好で，:!Jユ中心の形成も著Iリjで

ある。叉牌髄細胞の増殖及び洞内核崩壊像，白血球の増量

もE忍められる。

3) 肝 sinusoidI乙少数の白血球集団が少数認めら

れる O

第 N 群 R74 R 75 

1) 肺:宕CTニの胞隔の肥厚及ひ、充血像が認められ類淋

巴球の小集団が主として血:n墜にごく少数認められる O
:n )持:)稗洞内lこ少量の核}拍J兵像を認める他殆んど若

変はない。

3) 肝 sinusoidIこ好中球の増量が少しある程度に

すぎない O

c. 第 5日目屠校群
第 I群 R39 R 40 

1) 肺:かなり強い胞隔の浮腫肥厚があり，気管支淋

巴節内K-大形細胞の出現がある。又散在f生に小円形細胞の

集団があり内l乙類上皮細胞を泌えている。

:2) 牌:癒胞は若干萎縮の傾同があるが芽中心の増殖

z) 牌 R57では首長胞は強く萎縮し牌髄細胞の増殖

も著11)jである O 叉牌洞内に好中球のi参出を認め充血も強

い。 Rラ3は芽中心の形成が著明で洞内及び漉胞内lこ多量

の核崩壊，好中球の渉出像があり鉄染色陽性色素が多量認

められる O

3) 肝 R57はグリソン鞘が拡張し，淋巴球，白血

球の浸泌が強く sinusoidIこも小円形細胞の結節様集団が

認められる O

第皿群 R 65 R 67 

1) 肺:部分的lこ軽い胞隔の肥厚及び、散在性l乙小円形

細胞の小集団を認める程度である。

の 牌:徳胞の発育は比較的良好であるが牌髄細胞の
増殖が著明である。 R6ヲでは芽中心の形成が著明で，内

lこごく少数の類上皮細胞が認められる。

3) 肝:変化は殆んどない。

第N群 R76 R 77 

1) 肺:部分的な胞隔の肥厚があり，小血管周囲に好

中球， i林巴球の少量の渉出がある。

:2) 牌:鴻胞周囲l乙牌髄細胞の増殖が著しく，又洞内

好中球の増加も認められる。 R76は芽中心の形成が著明

である O

3) 肝:充血が土51ニ認められる程度にすぎない。

D. 第 10日目屠殺群

第 I群 R36 R 38 

1) 肺:胞隔は部分的に程度の肥厚を示し血管周囲l乙

類上皮細胞を合む細胞集団及ひ、類上皮細胞小結節を散在性

l乙i忍める。

:2) 牌:猿胞は正常大で芽中心の形成が良好である。

溶胞周辺部に牌髄細胞の増殖が著明で類上皮細胞結節が散

在する。

3) 肝 sinusoid及びグリソ γ鞘l乙小円形細胞及び

類上皮細胞よりなる小結節が散在し部lこ巨細胞の形成

は者一明でこのrNこ多数の貧食像が見られる，又牌髄細胞の も認められる。

増殖があり洞内l乙多量の核崩嬢像，白血球が認められる。 第 E群 R 55 R出
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1) 肺:胞隔は比較的高度の肥厚を示し血ぞi周囲に細

胞浸潤が強く，種々の大きさの類上皮細胞結節が相当数認

められる O

:2) 牌:穂胞にはむしろ肥大の傾向があり，中心部は

かなり類上皮細胞で置きかえられているものもある O 叉，

周辺部では牌髄細胞の増殖が強く方々に類上皮細胞小村節

が認められる。

3) 肝:充血像がありグリソ γ鞘l乙小円形細胞の浸潤

が認められ，又主として巨細胞3 類上皮細胞からなる小結

節が無数に散在している O

第 E群 R60 R68 

1) 肺:部分的に軽度の肥厚，;t'i'{の充血出血が認め

られ類上皮細胞小結節が少数散tこする O

2) 牌:一般に芽中心の形成が著Iリjで，憾胞の周辺部

l乙牌髄細胞の増殖が見られ， 1 i曲目にごく小さな類上皮細胞

結節が沼められる O

3) 肝 R68 i乙円形細胞の小集団がグリソン鞘l乙認

められる。

第W群 R78 R 79 

1) 肺: 一般に胞隔はかなりの肥摩を示し， R 78で

は好中球，淋巴球，大食細胞の惨出が認められる，血符周

辺部lこも此の様な変化が強い。

2) 牌:穿中心の形成が著明で牌髄細胞の増殖も強

い。特iC滞、胞周辺部にはげしPo叉小さな類上皮細胞結節

が癒胞に散とNJ乙少数認められる。

3) 肝:一般に充血像が強くグリソン鞘に好中球を主

とする細胞浸潤が見られる。又 sinusoidにも小円形細胞

の渉出が認められ部のものは類上皮細胞を混じてい

る。

E. 第 3ヲ日目屠稜群

第 I群 R4:2 R 43 

1) 柿 R4:2では胞隔の肥厚はごく限局的で，類上

皮細胞大結節が散と性に認められ中心部は乾略化し赤血球

を混じている O 叉気管支j司閲淋l2節内l乙類上皮細胞結節が

形成されている所がある R43は胞隔は強しコ浮腫肥厚を

示し，気管支，血管周辺部に類上皮は細胞大結節が相当数

認められ，又増殖性肺胞炎像も著!珂である。

:2) 牌:i慮胞は強い萎縮l乙落ち入り大小の類上皮細胞

結節が相当数認められる。 R43では溶胞を結節でおきか

えているものが多数あり，中心部壊死{象も認められる。

3) 肝:一般に充血像があり類上皮細胞結節が R4:2

lこは散と性l乙認められ中心部壊死像もある。 Rのでは

sinusoid iこ類淋巴球の小集団が認められる。

4) 腎:髄質と皮質の境界部l乙小円形細胞の集団が少

数認められる。

5) 副腎 R4:2 I乙束状層l乙類上皮細胞を混ずる結節

がごく少数あり Rのでは中等大の類上皮細胞結節が多

発している O

第 IUト R58 R59 

1) 肺:胞隔は部分的lζ軽度の肥厚を示しごく限局性

l乙類上皮細胞小結節iが泌められるが第Lll手lこ較べて数は少

い，叉結節内l乙好中球の渉出が若干二認められる O

2) 牌:一般に櫨胞の発育は良好で周辺部l乙牌髄細胞

の噌殖が強p，類上皮細胞小結節が認められるが数は第I

群に較べてはるかに少い。 R59の方が病変はやや進展し

ている。

3) 肝 R58はグリソシ判l乙半球，白血球の浸潤が

おrあり，比較的多くの如上皮細胞小結節が認められる O
R 59はかなりの類上皮細胞結節があり 1-i~5のものは中心

部壊死を不すO

4) 腎・ -1'可例の皮質にかなり大きな如上皮細胸結節が

少数認められる O

5) 副腎 R59 i乙束状!請に中小の煩上皮細胞結節が

散在性l乙相当数認められる O

第 illt洋 R69 R 70 R 71 

1) 肺:中等度の胞隔の肥厚及び充血像が見られる O

R 69では部分的l乙Ml隣ドl二肺炎の像が認められ気刊文!司凶，

血管監1苛辺古l;iこかなり大きな類上皮細胞紡ii'(Jが認められ，

R 70では中心部が乾両日化している?共の他中小の結節が

散心↑tiこ相当数ぷめられる o 1， n mよりはるかに病変程
度は高い。

:2) 牌 R69では大小の類上皮細胞結節がいたる所

を占めているが，漉胞は比較的良く保たれている。 R70 

では椿胞の中心部が類上皮細胞結節におきかえられて出血

像も認められるがやや数は少い。

3) 肝:グリソン鞘に細胞の増加があり R71は

sinusoid i乙小円形細胞の集団及び類上皮細胞結節が少数

ある O 又 R70 iζはAfj上皮細胞結節の初期lらしきものが少

数ある O

4) 腎 R71 iこ皮質iC類上皮細胞結節が少数あり，

R 69 iこは散1乙刊に若干数認められる。

力 団J'1'l':束状l併に多数の類上類細胞結節が認めら

れ，若!リjなLi細胞形成を示す。

第N詳 R80 R 81 

1) 肺:胞隔は非常に強い浮腫肥厚を示し， R80で

は 1部， R 81では全面的に無気肺像を呈し増殖性肺胞炎

の著明な像を示す。叉定形的大小の類上皮細胞結節がー函

にあり，且つ融合して殆んど健康部を認めない程であり，

中心部にはと主死，出血像を認める。

2) 牌:i慮胞中心i郎は治んど煩上皮細胞結節となり其



の他の部分もチfiんどー而のむ'ijlJjとなっている。

3) 肝 R80ではかなり大きな類上皮細胞結節が散

と叫にあるが， R 81ではより多数日ぷめられる o)(.ctJ心1災
死像が著明で多量の巨細胞が日記められる O

4) 腎:主として皮質部に相当数の類上皮細胞大付節

が認められ， R81では広大な中心壊死像がある O

5) 副腎:京状|脅lこ多量の類上皮細胞結節が見られ 1

部のものは中心壊死の始りを示す。

F. 白然死群

第 I群中自然死ザ1]

1) R 41 BA :，0 mg隔日 3回静注後即日死亡
:2) R 37 同様4回静注後翌日死亡

3) R 45 同線4l己l静iJミ後2日目死亡
1) 肺:R 41では著:[リjな胞隔の浮腫肥厚が認められ，

部分的出血像及び剥離↑ノt:肺炎が沼められる。叉散イJ主lこがi

fffiがあり p 類i付;巴f;K，及び少数の績上皮細胞からなってい

るo R 37は同隊著明な胞隔の肥「ヲがあり部分的に出血像

があり，淋巴王'K，大惨tB細胞，白血球の渉tBが認められ

る。叉類上皮細胞をも混じた小紀宮Nが散立する O

R 45 は強い胞隔の肥厚があり，剥南jtト叫市炎の{象が著

明であるが，類上皮細胞結節はごく少い。閣染色を行うと

何れの例にも菌体による栓寒像は認められない。

:2) 牌 R41は漉胞は萎縮しており牌髄細胞の増殖

が著[リJである 3 叉極めて強い出血像もある R37は同様

強し〉出血像3 格、胞の萎縮があり，又芽中心の形成は著1¥日で

ある。 R45 tこも同線の所見が認められる。

3) 肝 R41は sinusoidt乙好中球，淋巴球の没潤

が認められる。 R37充血像が強く， R4ラは著変をJ72めな

p。

し〉。

4) 腎:一般に慌iPU乙充血像が強しユが著変を認めな

5) 副腎:異常ない O

第 H群中自然死例

1) R 49 RC 14.6 mg隔日 4回静注後HIJ日死亡

2) R 50 同様 3@:静注後 12日目死亡

3) R 51 同様3回静注後u日目死亡
1) 肺 R49 は胞隔は~;'i1)分的t( i践し〉肥厚を示し J 充

血出血像が認められ，長Ij南ffii'j肺炎の像を呈している o R 50 

は胞隔は中等度に肥厚し充血が若干あり 3 粟粒結核を思わ

せる極めて小さな類上皮細胞がI節が若干の巨細胞を混じて

相当多量に認められる， R 51も同様の結節が著[釘lこ認め

られ，胞隔も強く肥厚し別離ド1:肺炎の像を呈する部分もあ

る。言i染色を行うと R49のみ陽性であるがJ 閣体によ

る栓塞像は認められない0

:2) 牌 R49は充血像が強く滞、胞も若干萎縮の傾向
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があり，牌'clifi細胞の噌殖も::d'1リjである o R 50は鴻胞は強

く萎縮し， 3;jo中心lこ大法出細胞の出脱があり，校崩壊{象も

認められる O 又ílr~tと好中球の渉 tJ:lもある o R 50， R 51で

も同様に鴻胞の強い萎縮 p 核崩壊像を認め，洞内好中球の

渉出も著しい。

3) 肝:一般に星細胞のild'j化を認る他者変がない0

4) 腎，副腎:呉市なし。

第 E群中臼然死例

R 66: RHA隔日 3[司i静注後股関節脱臼lとより 13日

日死亡

1) 肺:軽度の胞隔の肥厚が部分的l乙認められ，少数

の類t皮細胞結節の形成が認められる。
:2) 牌:一般に充血像が強く牌悩細胞の増殖が盛であ

る。鴻:胞は良く保れている O

3) 肝，腎，副腎:異7;tなし。

綜括，考按

結核アレノレギーと免疫の問題は今もって各様に考えら

れ 2 研究者犬々に特有な研究報告が出され又引用されてい

る。その一つアレルギーと免疫は全然無関係とする学者の

引用される事実として， 1号11'本成分の実験がある。例えば前

述 Raffeplは結核l'Biwax と厄J~白との結合物がモルモ

ツ?に明らかなツベノレクリシ反応陽転を起すにも拘らず，

免疫力を与えることが出来ない事'支をあげている。叉 Ch

oucrounO:は治体lこ2種の分両を考え，先ず sensitizing

f raction はツベルクリンアレノレギーを与え toxic

fractionは抗i'MJJを勺えると云っている。その他 Bo-

quet & N岳gre7}はアセトシ脱脂国体のメタノーノレ抽出物

即ちメテーノレ抗原がアレノレ干ーを起さずに免疫力を与える

事を兎p モノレモツトで報告している。一方において柳沢め

は精製ツベルクリン蛋白質に Tween80と流動パラフイ

γを添加したもの，更に BCG流動パラブイシ抽出画分が，

何れもモノレモツトにツベノレクリンアレルギーばかりでなく

抗的免疫をも与える事を報告してるい。

所で前記 Choucrounの toxicfraction，柳沢の菌

体パラフイシ抽出物は閣体糖脂質lこ概当し N句 reらの

methyl-antigenは云はば燐脂質である O との様な前提

のもとに著者の成績を通覧して見ょう。

先ずツベjレクリンアレルギーであるが，著者の第 1実

験。の場合と異り，第I群JWちBA注射群が最も著明なツ

ベノレクリシ反応を示しIこQ しかしながら第 II，第 E 群，

t!iJち RC，RHA注射群においても若干の陽l生成績が出て

いる O 殊lこ第 E群では反応そのものも陽性例は第 I群の

それと殆んど同質のものが見られた。ただ第 E群の陽性

所見は之らと若干おもむきを異l乙しJ 発赤の程度が弱く，
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叉使給も著IYJではない。ゴl'特異的な反応l乙近いものである

が，しかしその発赤の面積は健康動物にツペノレクリンを注

射した場合より確実に!よい。このζとは，第 l尖験の!戊*N
及び、今回の事故死例の剖検l所見からもわかる通り， RHA 

もたしかに特異的な病巣を作ると云う点を考えると，乙の

「ツ」反陽性成績もうなづけるのではなl>かと惟定される

のである。

次に菌量の問題であるが牌においても，肺においても，

第 E群即ち RC群が特に少い成績であって， I明らかな免

疫力賦与を恕像させるに足る所見である O 殊lこ肺の雨量を

見ると又第 I群も対照N群と比べると 33日自においては

幾分著明な差となって表れている。第 I群第 E群は対日t1

N群が漸増的lと増菌ーするに反して，次第に減少の態度を示

しBCG免疫に比して程度乙そ弱いが p その傾向は全く一

致している。但し第 E群は 10日目迄は免疫力は余り著明

でなく，対照群とほぼ同じ傾向をとっているが， 33日自に

は著明な差となって表れている。 この点からして， 第皿

群にも弱いながら，或る程度の免疫を与える力を持ってい

るのではないかと恕像せられる。

次l乙病理所見であるが第2実験はBCG免疫動物に 3

菌体残澄を注射したものであるが，今回も之lこ若干傾向を

同じくし，肺では初期lこは著明なアレノレギー反応としての

惨出炎の惹起が観察される。之は chaJlengeの翌日が一

番強く 3日後には殆んど消退している。そしてとの珍出

炎は RC群に最も強く， BA群が之につぎ， RHA群では

更に一段と弱l'がやはり若干認められ，非前処「ぎの対照群

l乙は全く見られない O この様な成績は，定量培養で測定し

た臓器内の商量に傾向を同じくするし，又 33日日の病問

所見にも一致している。つまり免疫賦与力は初期のアレル

ギー性変化~(相関していると云えよう。叉之を別の面から

云えば，初期のアレルギー炎の強さは challenge雨に

対する抗体の強さに比例して発生したと考える事が出来よ

うO とのように考えると，乙のアレルギー炎は合目的性の

現象であり，抗菌免疫抗体の尺度となるものであると考え

させるのである。牌においても初期には強い渉出性変化と

して，牌洞の拡張と充，うつ血，洞内lこは多量の核崩壊像

が認められ，叉之lとともなって多量の多核白血球が出現し

ているのが認められる。牌はこの為lこ著しく極大を示し，

比体重表で示された通り， BA， RC群では特に高い値を

示している O 乙のような多核白血球の臓器，小血管内増量

は，肝，副腎l乙著明l乙認められ，或いは少量宛の集団を作

って存在しており，之らは菌の捕捉を目的とした生体の防

衛反応の一部と見なされよう O この現象も BCG免疫動

物l乙見られる初期のアレノレギー性現象と判断せられる。

次lこ増殖炎についてであるが，前処置群殊lこBA，RC 

併では対日U1洋よりも結fDi'問点は促進されており，類上皮細
胞性分化の程度も遥かに速い。叉 RHA群もとのriLj群には
及ばないがp 確かに対lW洋よりもkriiliい。そして 33日

目の肺を見ると，対照群では多量の融合性増殖性病巣が発

生し，著明な渉出性病巣を伴っているに反し， BA， RC群

の病巣は一般に限局性で，量も少く又小さい。殊lこRC群

の病変は全若手中一番弱かった。 又 RHA群では， 若干の

渉出性変化も発生しており，融合性病巣も幾らか認められ

るが，対照群に比べれば確かに小範囲で，乾酪化の程度も

弱い。牌でも同様の傾向が見られ》対照群では比較的大き

な類上皮細胞結節が多発しているに反し，市]処宵詳は{rlJれ

も変化は弱く，この事は殊に RC群の牌lこ著切であった。

その他，肝，腎，副腎も古rJ処[品:群は対照群より遥かlこ剥い

病変を示している。しかし前処置の 3群閣の差は殆んど見

られなかった。

以上の所見を総合して考えると， BA， RC群では明

らかな免疫の存在:が考えられ，就中 RC群は特に強く，又

RHA mnζも，少し弱くはあるが確かに或る程度の免疫の
存在を認めることが出来たわけである。 BA群及び RC群

では，自]処院が充分すぎたか，又は後処置が早すぎたか，

chalJenge初期にはまだ前処置による病変が残っている。

事故死例の剖検所見でもわかる通り，本実験の前処置によ

る病変は相当高度のものであって，第1実験の場合より遥

かに強いものであった。 11iJち前回 RHA群の病変はごく

弱いものであったが，今回は最終注射後l.3日日に事故死

した例では，相当広範囲の病変が，肺，牌lこ見られ，典型

的な類上皮細胞結節が散見せられている O この様な事実か

ら判断して，免疫を与えるためには，或る程度の病変を生

体内l乙惹起させる必要があるのではなかろうか。興味ある

事lこ，前処置による病変の強し法手， RIJち病変の長く遺残し

ているもの程後処置による病変が怪い成績が与えられたわ

けである。従来問題になっている生菌と死菌の免疫賦与力

の差は，つまり，この様な事実によっていると考える事が

出来まいか。生体内で増殖力のない死菌は病変を作っても

容易に排除されるであろうが，生菌は弱毒菌でも若干増殖

を行い，従って病変も比較的長く持続するであろう。生菌

免疫の必要だと云う理由は，この様な点l乙帰することが出

来るとう与えるのである。

次lこ菌体残澄3種の聞の差について考えて見ょう。先

ず著明な免疫力を示した BAと RCについてみると，興

味ある点は acetone，methanol， chloroformで抽出した

RC ~こは BA に優るとも劣らざる免疫力が表わされたこ

とである O 当研究所の小舟は，著者の使用した RC~こは p

全く遊離燐脂質を含まないことを免疫血清学的に証明して

いる。とのことから遊離リポイドは免疫賦与に重大な因子



とは考えられない O 従って凶述の Choucroun及び

N句re らの成績とは一致しない。 methanol抽出両分，

流動パラフイン抽出凶分lこ含まれる l自体成分を RCは有

していないと考えるからである O 更に興味あることは

RHAの免疫力は弱い ζとで， RCから RHA迄の製作に

よって，免疫賦与に関係している分画が失われたわけであ

る。 1%塩酸アルコールでは国体結合脂質が抽出されると

芳えられる O 従ってこの結合脂質が今後のi洋細な研究の対

象にならなければならないし，また RHAにも:i'iTながら

免疫力が残っている点を考え併せて，肉体蛋白n，或いは
多糖類成分と，この結合脂質との関連性についても研究の

必唆がある。実際抗Isi:JJ賦りと云う現象をみ?;心の回分に:}::

めるミJ~は不 "J能なようであるし p メ有機体としてのl引の持

つ力を最少限度の面i分 lこ求めるのが，現在;の ~3.にでもある

と芳えられる。つまり免度力に閲して，有機的に述ったrn
休成分の鎖の r~lのl'Ii;る特定の部分として 3 上;己fJ;合脂質が

存fいするように:tL'，{象せられてならない。

以上策 3 編として 3 穫の抽出 l~'，Î体残涜の免疫実験を行

った成績について:i'icrの考按を加えたが J 従来の報告とは

相当反した成績であって，免疫力lこ関する焦点を) 11~体結

合脂質3 蛋白質3 多糖類lこしぼる事が出来たと三号える。

尚前報の実験成績と本報告の成績との総合的な考按は

月，r!(次報!(発表する予定である O

結
吾A
E岡
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:~.専の比体主は BA ， RC Itlでは初期に対1111昨及び

RHA j';1より主く， 33日目ではiiE併よりむく， RHA 1¥下，

対日¥i鮮はj臼jJ首的にj首加した， IJiしRHA君下は初期Hとは対日ヨ
詳より重い O

3. 肺p 牌I者数は RC'11干が最も少く， BA群はとれに

つぎ， RHA群はこれより多いが対照群よりはるかに少な

かった O

4. 初期アレルギー性漆山反応は RC苦手に最も強く，

BAll干はとれにつぎ， RHA J¥1'はごく G5Jく，対照昨では認

められなかった O 増殖炎では， BA， RC群はilllll:fより結

mlJ杉成が促進されており，類上皮細胞分化の程度も遥かに
j主主い。文 RHAJ月もこのIrlrjlFHこ及ばないが，対f¥(¥tfiよりも

此の似[('Jが強い。

日. 33日目では， RC f.干の病変は最も説く， BA鮮は

これにつぎ， RHAlnで:はrilliWfよりはるかに進展している

が，対]lfU1下よりiザjかに粁い。

o. 以kの!J)ミ縞についておr"rのコ11技を加えた。
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